
令和３年度２回目

第22回「子ども大牟田検定」（上級編）第22回「子ども大牟田検定」（上級編）第22回「子ども大牟田検定」（上級編）第22回「子ども大牟田検定」（上級編）
学校 年　 組 名前

　第7回から子ども大牟田検定（上級編）が始まりました。少し難しい問題ですが、問題をよく読んで、

全問正解（ゴールド）目指して、がんばってください。

　第7回から子ども大牟田検定（上級編）が始まりました。少し難しい問題ですが、問題をよく読んで、

全問正解（ゴールド）目指して、がんばってください。

10問全問正解で、「子ども大牟田検定ゴールド」

　9～6問正解で、「子ども大牟田検定シルバー」

　5～0問正解で、「子ども大牟田検定ブロンズ」 の称号を授与します。

第12回目 ゴールド・シルバー・ブロンズ・受けていない 第18回目 ゴールド・シルバー・ブロンズ・受けていない

第11回目 ゴールド・シルバー・ブロンズ・受けていない 第17回目 ゴールド・シルバー・ブロンズ・受けていない

第13回目 ゴールド・シルバー・ブロンズ・受けていない 第19回目 ゴールド・シルバー・ブロンズ・受けていない

第14回目 ゴールド・シルバー・ブロンズ・受けていない 第20回目 ゴールド・シルバー・ブロンズ・受けていない

第15回目 ゴールド・シルバー・ブロンズ・受けていない 第21回目 ゴールド・シルバー・ブロンズ・受けていない

第16回目 ゴールド・シルバー・ブロンズ・受けていない 問正解

10問中

大牟田市公式キャラクター
「ジャー坊」

Ⓒ2016

答　 え

　世界文化遺産「三池港」は、大型船が入港できるように、約2キ
ロメートルの堤防で航路を確保しています。
この堤防の主な材料は次のうちどれでしょう。

① 石　　② レンガ　　③ コンクリート

答　 え

　世界文化遺産「宮原坑」は、1日1200トンもの石炭を掘ってい
た時代もありましたが、のちに炭坑での大きな課題を解決するた
めに役割を果たしました。その役割とは、次のうちどれでしょう。

① 炭坑で働く多くの人を校内に運ぶ働き
② 坑内の汚れた空気を外へ排出する働き
③ 大量の湧き水を排出する働き

答　 え

　2月下旬から見頃をむかえる普光寺の「臥龍梅」は、幹が地をは
い、根を下ろし、長さは24メートルにもなっています。この「臥
龍梅」の樹齢で最も適切なものを選びましょう。

① 樹齢30年以上　　② 樹齢300年以上
③ 樹齢3000年以上

問  

4

問  

6

答　 え
　掘り出した石炭などを運んでいた三池炭坑専用鉄道では、当初、
蒸気機関車が活躍していました。当初の蒸気機関
車は、どこの国から輸入されたでしょう。

問  

7

答　 え　大牟田の地名の由来は、じめじめした土地、つまり湿地や泥地の
大きいところという意味です。

問  
8

答　 え　旧長崎税関三池税関支署は、三池港の輸出入
品の手続きをするために、三池港の開港と同時
につくられ、今も使われています。

問  

9

　地下で石炭を掘るためには、汚れた空気
を出したり、新鮮な空気を取り入れたりし
なければなりませんでした。そこで、空気
を入れ換えるために、有明海には、（　　）
島と三池島という人工島が造られました。

Ⅱ 正しいと思ったら〇、まちがいだと思ったら×を、　　 に書きましょう。　

Ⅲ （　　）の中の言葉を答えに記入しましょう。

答え

※カタカナ5文字　※ひらがなでもいいです。

問  

10

　健老町にあり、映像やゲームを使っ
て、ゴミ・地球・環境について楽しく
学ぶことができる施設は、何でしょう。

答え

（　　　　 ）島
しま

（　　　　 ）センター

※漢字1文字　※ひらがなでもいいです。

Ⅰ 正しいと思った番号を　　に書き入れましょう。

問  

1

問  

2

問  

3

① アメリカ　　② フランス　　③ ブラジル

問  

5
答　 え

　延命公園や甘木山には、両生類のサンショウウオが生息していま
す。この生き物の正しい名前は、次のうちどれで
しょう。

① オオサンショウウオ　　② クロサンショウウオ
③ カスミサンショウウオ

答　 え

　大牟田に伝わる伝説です。「今から1900年くらい前、景行天皇が
筑後平野に来られたとき、高さが3000メートルほどある大木があ
り、夕日に当たると阿蘇の山を隠すほどでした。その大木もとうと
う倒れてしまいました。」この大木は、次のうちどれでしょう。

① 甘木　　② 歴木　　③ 草木
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